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2 定量的槍査方法

探疾容許の液量器に紙蓋を作 り､之で蓋 したま 乾ゝ熱滅菌を行った後患者に分配し､1日の啄疾を全

部その中に啄出させるo

液量器の試みにより膜状部.水棲部,庖抹部の量を測 り､膜状部の極頻竜を採 り蔭接塗抹標本を作る0

10%第三燐酸 ソ-ダ液 (23%Na与PO4･12HL20)を啄疾全量と等量に加-滅菌割箸で良 く混和した

後天型の滅菌 コルベンに移 し37oCに加温しっ 尽ゝ く振浸し完全に内容が均質化する迄加温撮漁を繰返
す｡ (啄疾の性状により略解に難易があるつ 溶解後は37oCの畔卯器に収め燐酸 ソーダ液作用時間1時

間にて取 り出し償ちに岡･片倉培地に-一定の模準白金耳蛍を一定方法にて資抹し封蝋培養する｡叉同時

に同一白金耳量を面積1平方糎の円を2箇記 した物体板の円内に夫々可及的均等に塗抹する｡(溶解不十

分な噂疾では平等に塗抹することが出釆ないO 又 この時は必ず培葦 も雑菌の馬に不成功に経る)標本

は膵卵許内で正しく水平に置き乾燥 させる｡置 く火焼固定の後染色検鏡し抗酸性菌の数を計算する｡

培地は:4週間後のコ､p--数より全疾のコp--数を計算する｡

ガフキ-号数の多い啄疾は餌立のコp--を得る棟予め稀釈 した後培養するO

ガフキー工号以下の際は集萄法を併用するO この際沈漆をそのま 培ゝ養 したのでは雑菌の発育が非

常に多いから沈鐘に対 して硫酸水を作用せしめて後培養する｡

10%第三燐酸 ソ-ダを用ひる上に特に冬季は窒猛が低い馬に 啄症の溶解が不十分で 失敗を招 き易い

か ら入念に加温振一畳混和することが大切である｡

3 ｢メチールメタクリレー ト｣吸入による噂疲中結核菌の浦長に裁て

紙面の都合で吸入例中良好∴な経過を得た1例を掲げた｡ (前頁参照)

定量的検査によって次の知見を得た｡

a 本吸入による薗陰性化の経過を詳細に把握出釆たO

-b 本吸入によって極めて良好な治療成績を得る例を認めた｡

C 本吸入の愚者でガフキ-Ⅱ号以上の排菌中の経過に於ては啄疾中轄抜菌の滑長はそのガフキ-衣

に概ね平行するO又この際は三選1度乃至2度の啄疾検査で排菌状況の大要 を把握することが出乗る｡

d 本吸入によって結核菌の減少滑失した症例中には経過中に啄疾中結核菌の一部は通常の菌体でな

く抗酸性頼粒の配列として認められ,更に菌減少と共に抗壁陸頼粒の集合体として出現する棟にな り､

しか もこれ等の大多数は白血球中に在る例を認めたo l例ではあるがこの様な抗酸性頼粒集合体のみ

が ガアキー工乃至Ⅱ号程度に認められ､通常の結核菌が全 く見られない時期を観察し得たが この場合の

定量培蕃成績は陰性か叉は極め七少数の結核菌 コロニーを得るに止まったO 即ちこの時期の抗酸性頼

粒集合体は本法を施した場合岡 ･片倉培地に結核菌 コ｡ニーを生する丈の増殖力を殆んど或は全 く失

って居ることを知った｡

頑固な寒冷等麻疹を伴 える結核初感染例に裁 て

辻 周 介

米 津 徹 也

結核感染に依って個体の外界の刺戟に対する感受性 乃至 反騰能力にいかなる変化が起るかは体質 と

結核の Anfalligkeit乃至は kinfalligkeitとの関聯性を知る上に興味深い問題である｡ 初感染と共

に Tutxrkulinallergieの起 り方にも人によりいろいろある｡中には感染していると息はれるのに却々
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｢ツ｣反膝が陽持せす又は:陽樽 して も甚だ程度の弱い人 も屡 々ある｡ この様な性質が個体の二抗体発生

儲 力又は体質学的な過敏性の程度 と-廠平行関係にあることが知 ら軒して来た.この ｢ツ･アレルギ-｣

の様な特異反藤に対 してのみならず 他の稜々の 非特異性刺戟に対する個体の反臆力が結核感染を境 と

して変化するものか どうかは失弓長り結核の体質学的な研究の上に興味ある問題である｡

我Jkは最近結核感染後寺麻疹を頻発する枝になった5例の症例を1等たので その 病歴の樹略を報告し

-臆の考察を加えてみたしへと思 う｡

19 18 無 二 戸IT 声l 和一長 ヤ ヤ減 退 悪 霊 嘉慧還雷塵 o#隈 癒 着 12024%毎身殊晶 ワ｢pト≡ニー

表示する如 く年齢はいづれ も20才前後の青年 (第 5例は症秋のあったのは15-17才)である｡ 症例

2及3は姉妹で､母が失竃撮り頑固な葦麻疹を出しやすいとの事である｡既往の過敏性症状として､症例3

以外は幼少より音魚疹や葦麻.疹や限局性の浮陸等を来したことのある者が多い｡ ｢ツ｣反膝陽韓 してよ

り早い者で3カ月､遅い者で2年経ってから､頑固な反覆性の毒麻疹を発生する棟吃なった｡ その発疹

は症例1-4は大体寒冷に接した場合に､多 くはその露出部位に､ 又時にはそれが鉱がって全身に発生

する｡ 夜間就裾中寒いと感じた時に多 く出るとか又は洗濯をした り寒風にさらされた りしても容易 く

発生するという｡ 症例5は器械的な刺戟による場合が多 く､柔道の選手であったが藩按をすると蕃 ぐそ

の摩擦部位に発生したという｡ この様な毒舷疹がは将校3-4年になっても伺反覆してあらほれて来る

のであるo

結核性疾患に就いては､症例1は両肺上部に竪度の撒布竃 と左胸膜癒着か認められ る｡第2,3,4は肺

所見はなV,｡第5は現在 (34才)は両側茎洞性肺結核であるが､葦麻疹の発生したのは15-17才の時で

あって､当時は恐 らく大した所見は無かったであらうと考ン＼られる｡ 即ちいづれ も結核性疾患 として

は無所見乃至は置度の部薪に属するものであることに注目したい｡ 現在椅葦庶疹を出しやすい 1,2,3

の3例はVづれ も ｢ツ｣反臆強陽性でありいづれ も ｢-オヂノフイ1J-｣を伴っている｡又症例1及2で

は著明な ｢ワゴ ト--｣の状態を星していた｡

以上の如 く｢ツ｣反廠陽輯後 1-2年以内に､かねて過敏性体質の傾向を有 してV､た人に多 く､寒冷

を誘因とする蕃麻 .症を発生し､頑固に反覆する状態を起して来た｡ この様な状態の出現が直ちに結核

感染と関係があるとすZ;証拠はないわけであるが､私は之を結核感染に伴 う ｢パラレルギ-｣ の上昇ヽ
と考えたレ､｡
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寒冷等麻疹の成因に就ては今日伺明かでない｡ 併し葦麻疹なるものが局所血管所在の異常反燈を基

盤とするものであることは間違いないO釦ち皮膚血管納経の異常興奮状態にある者に.特殊な刺戟が加

はった場合､ここに葦麻疹として反鷹するのではなからうか. この刺戟 として特殊抗原抗体涙腺即ち

｢アレルギ-｣萱見象に伴 う自律両中経毒でもよからうし､ 叉非特異的な ｢パラレルギー｣性の刺戟でも

又場合によっては寒冷温暖その他器械的刺戟でもよい場合があらう｡

元来結核性患者の植物神経稜能に就いては､大体､ 笹症者に於てはその緊張LJL進状態を､ 攻で重症

に移行するに従い低下を来すことが知られているo 此処に報告した患者は幼少の時から稜々の過敏性

体質の性質を示しておった者が多 く､此の様な体質学的な傾向に加えて､ 思春期という植物画経機能

の動括しやすい時期に入って結核感染をうけ之等が相加はって著しい蕃直物画経機能殊に皮膚のそれの

冗進を釆したものと考えられ る｡ 之に対し寒冷に基 く特殊の何か不明の誘因が加は.り､反覆性の葦麻

疹を来したもやではないかと考えられる｡ 伺 この様な植物画経梯能の異常克進状態は結板症に対して

は意影響を輿えるものではな く､ むしろ結核症の進展を抑制するものではないかと考えられるが､之

に就ては更に多数の症例を重ね且更に長期間の観察を要すると考える0
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